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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）導電性粒子および／またはその前駆体；
（Ｂ）水溶性樹脂；
（Ｃ）水で希釈可能なグリコール類および／またはグリセリン；ならびに
（Ｄ）糖類
を含み、水を実質的に含まないか、水の含有量が（Ｃ）と水の合計量に対して３５重量％
以下であることを特徴とする積層コンデンサ用の電極ペースト組成物。
【請求項２】
　（Ｄ）が、Ｄ－グルコース、Ｄ－フルクトース及びそれらの異性体からなる群から選択
される、請求項１記載の組成物。
【請求項３】
　（Ｄ）の含有量が、（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）の合計量に対して５～３５重量％である
、請求項１又は２記載の組成物。
【請求項４】
　（Ｂ）が、ヒドロキシアルキルセルロースである、請求項１～３のいずれか１項記載の
組成物。
【請求項５】
　（Ｂ）が、２－ヒドロキシプロピルセルロースである、請求項４記載の組成物。
【請求項６】
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　請求項１～５のいずれか１項記載の電極ペースト組成物を用いて内部電極を形成した積
層コンデンサ。
【請求項７】
　（１）水を溶媒として含む誘電体ペーストを、基材に印刷または塗布する工程；
（２）誘電体ペーストを乾燥して、誘電体層を形成する工程；
（３）請求項１～５のいずれか１項記載の電極ペースト組成物を、誘電体層の表面に印刷
する工程；
（４）電極ペースト組成物を乾燥して、内部電極を形成する工程；
（５）工程（１）～（４）を反復して、積層体を形成する工程、ただし、反復中の（１）
においては、内部電極の表面、また内部電極を形成しない部位では下地の誘電体層の表面
に印刷または塗布する；および
（６）積層体を焼成する工程
をその順に含むことを特徴とする積層コンデンサの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電極ペースト組成物に関し、また、それを用いる積層コンデンサの製造方法に
関する。さらに詳細には、本発明は、未焼成の誘電体層の表面に印刷しても誘電体層を冒
さず、かつ環境に悪影響を及ぼさない電極ペースト組成物、およびそれを用いる積層コン
デンサの製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
積層セラミックコンデンサのような積層コンデンサは、ポリエチレンテレフタレートフィ
ルムのような基板に、未焼成の誘電体層と内部電極とを交互に積層し、プレスすることに
よって未焼成チップを形成させた後、その横端部に外部電極（端子電極）用ペーストを塗
布して、全体を焼成するか、上記のチップを焼成した後、上記と同様の塗布および別途に
行う焼成により外部電極を設けるかによって、製造することができる。
【０００３】
誘電体層は、通常、チタン酸バリウム粒子のような誘電体粒子を、樹脂と溶媒を主成分と
するビヒクル中に分散させて得られる誘電体ペーストを、基材または未焼成の内部電極の
表面に印刷または塗布し、乾燥することによって形成される。そして、環境中に有機溶媒
を排出しない配慮と、引火の危険性や作業環境への悪影響を防止することから、樹脂とし
てポリビニルアルコールのような水溶性樹脂を用い、溶媒として水を用いることが、一般
に行われている。
【０００４】
内部電極は、ニッケルのような導電性粒子を、必要に応じて非誘電性粒子とともに、有機
樹脂およびそれを溶解させる有機溶媒からなる有機ビヒクルに分散させて得られる電極ペ
ースト組成物を印刷し、乾燥することによって層状に形成される。特開平５－１０９５７
３号公報および特開平１０－５０５５１号公報には、有機樹脂としてエチルセルロース、
ニトロセルロース、ポリメチルメタクリレート、ポリブチルメタクリレートのような樹脂
を、これを溶解するテルピネオール、メチルエチルケトン、ミネラルスピリットのような
有機溶媒をビヒクルとして用いることが開示されている。しかしながら、これらの樹脂お
よび溶媒は、いずれも水に貧溶ないし不溶であり、印刷により、水溶性樹脂を含む未焼成
の誘電体層を冒すことはないが、印刷に用いたスクリーン版のような版を水によって洗浄
することができず、排水中に多量の有機溶媒を放出する。また乾燥工程で、引火性かつ有
害な有機溶媒を排出する。
【０００５】
一方、電極ペースト組成物として、ポリビニルアルコールやポリエチレングリコールのよ
うな水溶性樹脂と、水または水を多量に含む溶媒とからなるビヒクルを用いると、これを
前述のような水溶性樹脂系の誘電体ペーストを用いて形成された未焼成の誘電体層に印刷
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したときに、該誘電体層の樹脂を膨潤および／または溶解させるので、積層コンデンサの
チップを製造することができない。
【０００６】
水溶性樹脂を用いて誘電体を形成するための導電体ペーストとしては、特開平５－１７４
６２０号公報には、セルロース系、ポリビニルアルコール系などの水溶性または水分散性
の樹脂と、水－グリセリン混合溶媒、テルピネオール、エチレングリコールモノブチルエ
ーテル、エチレングリコールなどの溶媒とを組み合わせたビヒクルに、酸化銅を分散させ
た、銅配線層または銅電極層を形成するためのペーストが開示されている。
【０００７】
特開平５－１９００１５号公報には、水または温水に可溶な各種の樹脂、シリカ微粉末お
よび導電性粉末を含む水溶性導電性ペーストを、回路の形成、導電性接着剤などに用いる
ことが開示され、該ペーストに用いられる溶媒としては、水、アルコール系溶媒をはじめ
として、水溶性から非水溶性にいたる各種の溶媒が記載されている。
【０００８】
特開平７－１４２８３３号公報には、各種の水溶性樹脂と、水または水－グリセリン混合
溶媒とを組み合わせたビヒクルに、各種の金属、金属酸化物、ケイ酸ガラスなどを分散さ
せた印刷用ペーストが開示されている。
【０００９】
特開平９－２８２９３７号公報および特開平９－２８６９２４号公報には、水溶性の熱硬
化性または熱可塑性樹脂を水と相溶性のグリコール類に溶解させて得たビヒクルに、導電
性粒子を分散させた導電性組成物によって塗膜を形成させ、焼成して導電体を形成するこ
とが開示されている。
【００１０】
しかしながら、これらの水溶性樹脂を用いた導電性ペーストを、積層コンデンサの内部電
極の形成に用いるという記載はなく、また積層された未焼成の誘電体層に及ぼす影響につ
いて論じた記載はない。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、水を溶媒として含む誘電体ペーストから得られる未焼成の誘電体層を冒
すことなく内部電極を形成することができ、かつ印刷に用いた版を水で洗浄でき、外部環
境および作業環境に悪影響を及ぼさない電極ペースト組成物を提供することである。本発
明のもう一つの目的は、そのような電極ペースト組成物を用いて、積層コンデンサを製造
する方法を提供することである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上記の課題を解決するために研究を重ねた結果、水溶性樹脂、特に水溶性
のヒドロキシアルキルセルロースを樹脂として用い、水で希釈可能なグリコール類および
／またはグリセリン、特にグリコール類を溶媒として用いたビヒクルに、導電性粒子また
はその前駆体を分散させることにより、その課題を達成しうることを見出して、本発明を
完成するに至った。
【００１３】
　すなわち、本発明１の積層コンデンサ用電極ペースト組成物は、
（Ａ）導電性粒子および／またはその前駆体；
（Ｂ）水溶性樹脂；
（Ｃ）水で希釈可能なグリコール類および／またはグリセリン；ならびに
（Ｄ）糖類
を含み、水を実質的に含まないか、水の含有量が（Ｃ）と水の合計量に対して３５重量％
以下であることを特徴とする。また、本発明２は、（Ｄ）が、Ｄ－グルコース、Ｄ－フル
クトース及びそれらの異性体からなる群から選択される本発明１の組成物であり、本発明
３は、（Ｄ）の含有量が、（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）の合計量に対して５～３５重量％で



(4) JP 4491534 B2 2010.6.30

10

20

30

40

50

ある、本発明１又は２の組成物であり、本発明４は、（Ｂ）がヒドロキシアルキルセルロ
ースである本発明１～３の組成物であり、本発明５は、（Ｂ）が２－ヒドロキシプロピル
セルロースである本発明４の組成物である。本発明６の積層コンデンサは、本発明１～５
のいずれかの積層コンデンサ用電極ペースト組成物を用いて内部電極を形成した積層コン
デンサである。さらに、本発明７の積層コンデンサの製造方法は、
（１）水を溶媒として含む誘電体ペーストを、基材に印刷または塗布する工程；
（２）誘電体ペーストを乾燥して、誘電体層を形成する工程；
（３）本発明１～５のいずれかの電極ペースト組成物を、誘電体層の表面に印刷する工程
；
（４）電極ペースト組成物を乾燥して、内部電極を形成する工程；
（５）工程（１）～（４）を反復して、積層体を形成する工程、ただし、反復中の（１）
においては、内部電極の表面、また内部電極を形成しない部位では下地の誘電体層の表面
に印刷または塗布する；および
（６）積層体を焼成する工程
をその順に含むことを特徴とする。
【００１４】
【発明の実施の形態】
本発明の電極ペースト組成物に用いられる（Ａ）成分は、導電性粒子および／またはその
前駆体である。導電性粒子としては、銅、銀、ニッケル、亜鉛、ルテニウム、パラジウム
などの金属、またはそれら相互の合金、たとえば銀－パラジウムのような金属粒子；それ
らの１種を基体とし、他を表面被覆に用いた複合金属粒子などが例示される。また、導電
性粒子の前駆体としては、酸化銅（II）、酸化パラジウムなどの金属酸化物粒子が例示さ
れる。これらは、水素気流中で高温に、たとえば酸化銅（II）の場合約３００℃に加熱す
ることにより、還元して、それぞれの金属粒子に転換することができる。（Ａ）成分は、
１種を用いても、２種以上を用いてもよい。
【００１５】
これらのうち、適度の焼成温度を選択でき、安定性に優れ、マイグレーションがないこと
から、ニッケル粒子が最も好ましい。ニッケル粒子としては、たとえば硫酸ニッケルのよ
うなニッケル塩の還元、プラズマ熱分解などによって得られるものが好ましく、焼成の際
の収縮率が小さく、電極の導通不良を起こすことなく、また内部電極の厚さを薄くするこ
とが可能で、層間剥離を起こしにくいことから、粒子径は０．１～２μmが好ましく、０
．２～１μmがさらに好ましい。
【００１６】
（Ａ）成分の配合量は、（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）の合計量に対して３５～６０重量％
が好ましく、４０～５５重量％がさらに好ましい。
【００１７】
（Ｂ）成分は、水溶性樹脂である。水溶性樹脂としては、メチルセルロース、２－ヒドロ
キシエチルセルロース、２－ヒドロキシエチル（メチル）セルロース、２－ヒドロキシプ
ロピルセルロース、２－ヒドロキシプロピル（メチル）セルロース、２－ヒドロキシブチ
ル（メチル）セルロース、カルボキシメチルセルロースアンモニウム塩などのエーテル化
セルロース系樹脂；ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニルの部分ケン化物、ポリビニル
アルコールの部分ブチラール化物、ポリビニルアルコールとポリアクリル酸のブロック共
重合体のようなポリビニルアルコール系樹脂；ポリアクリル酸エステルの部分ケン化物、
ポリアクリルアミド、ポリ（メタ）アクリル酸ヒドロキシエチルのようなアクリル系樹脂
；ポリビニルピロリドン、ポリビニルイソブチルエーテルのようなビニル系樹脂；ポリエ
チレングリコール、エチレンオキシド・プロピレンオキシド共重合体のようなポリエーテ
ルなどが例示され、１種を用いても、２種以上を混合して用いてもよい。
【００１８】
ビヒクルとして適切な粘性が得られ、糸引き現象がなく、印刷適性に優れていることから
、エーテル化セルロース系樹脂が好ましく、その中でもヒドロキシアルキルセルロースが
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さらに好ましい。後述の（Ｃ）成分として特に好ましいグリコール類に対する溶解性が優
れていることから、２－ヒドロキシプロピルセルロースが特に好ましい。
【００１９】
（Ｂ）成分の配合量は、（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）の合計量に対して１～７重量％が好
ましく、２．５～４重量％がさらに好ましい。
【００２０】
（Ｃ）成分は、水で希釈可能なグリコール類および／またはグリセリンである。このよう
な有機溶媒としては、エチレングリコール、プロピレングリコール、ジエチレングリコー
ル、ジプロピレングリコール、トリエチレングリコール、１，３－プロパンジオール、１
，３－ブタンジオール、２，３－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、２－メチ
ル－２，４－ペンタンジオールのような、分子中にエーテル結合が存在していてもよいグ
リコール類；およびグリセリンが例示され、１種でも、２種以上の混合溶媒として用いて
もよい。これらのうち、適度の乾燥性を示すことから、グリコール類が好ましく、エチレ
ングリコール、プロピレングリコール、ブタンジオール類、ジプロピレングリコールなど
が特に好ましい。
【００２１】
このような溶媒を用いることにより、印刷適性に優れ、印刷に用いたスクリーンから水に
よって容易に除去が可能で、作業用の臭気の問題がなく、環境への影響が少ないばかりで
なく、未焼成の誘電体層の表面に印刷しても該誘電体層を冒すことがない電極ペースト組
成物が得られる。
【００２２】
（Ｃ）成分の配合量は、（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）の合計量に対して２５～４５重量％
が好ましく、２８～４０重量％がさらに好ましい。
【００２３】
このような（Ｃ）成分に、さらに水を配合して、水性混合溶媒として用いてもよい。ただ
し、水が多すぎると、電極ペースト組成物を未焼成の誘電体層の表面に印刷する際に、該
誘電体層のポリマーを膨潤および／または溶解させるので、水を実質的に含有しないか、
水の量が、（Ｃ）成分と水との合計量に対して３５重量％以下である。
【００２４】
本発明の電極ペースト組成物に、さらに（Ｄ）成分として、糖類を配合することにより、
電極ペースト組成物を印刷する際に、下地の未焼成誘電体層に対する優れた密着性を与え
、積層体の層間剥離を防止でき、さらに精密な印刷パターンを形成させることができる。
糖類としては、Ｄ－グルコース、Ｄ－フルクトース、スクロースおよびそれらの異性体が
例示され、１種を用いても、２種以上を用いてもよい。また、蜂蜜のように、複数の糖類
と有機酸などを含む混合物を用いてもよい。
【００２５】
糖類の配合量は、ペーストの印刷特性から、（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）の合計量に対し
て、通常３５重量％以下であり、５～２８重量％が好ましい。
【００２６】
本発明の電極ペースト組成物に、調製および印刷工程における発泡を防ぎ、内部電極を精
度よく作製するために、消泡剤を添加してもよい。そのような消泡剤としては、ポリジメ
チルシロキサン、ポリジメチルシロキサンとポリオキシアルキレンのブロックまたはグラ
フト共重合体、フルオロアルキル基含有ポリシロキサン、それらの１種以上を有効成分と
して含むエマルション、ポリプロピレングリコール、オキシエチレン・オキシプロピレン
ブロック共重合体、ソルビタン脂肪酸エステル、アセチレンジオールとその誘導体、オク
チルアルコールなどが例示される。
【００２７】
このほか、本発明の電極ペースト組成物に、必要に応じて、レベリング剤；誘電体粒子、
特に誘電体ペーストに配合したのと同じチタン酸バリウムのような誘電体粒子；シリカ、
アルミナ、ガラスフリットのようなその他の非導電性粒子；およびその他の任意の添加剤
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を配合することができる。
【００２８】
本発明の電極ペースト組成物は、スクリーン印刷に用いられる場合、常温における見掛粘
度は１０～５００Pa・sが好ましく、１３～５０Pa・sがさらに好ましい。
【００２９】
　本発明の電極ペースト組成物は、たとえば次のようにして調製できる。すなわち、（Ｂ
）成分および（Ｄ）成分や、その他の（Ｃ）成分に溶解する任意成分を、（Ｃ）成分に溶
解ないし分散させて、ビヒクルを調製する。これに、（Ａ）成分および必要に応じて配合
する誘電体粒子などの不溶性成分を加えて、三本ロール、ライカイ機、ポットミル、ニー
ダーのような混合手段によって均一に分散させ、電極ペースト組成物が得られる。調製温
度は特に限定されず、たとえば常温で調製することができる。
【００３０】
本発明の電極ペースト組成物は、スクリーン印刷のような方法を用いて印刷することがで
き、特に未焼成の誘電体層の表面に、該誘電体層を冒すことなく印刷できる。
【００３１】
本発明の積層コンデンサの製造方法において、まず基材に、（１）水を溶媒として含む誘
電体ペーストを印刷または塗布する。印刷は、たとえばスクリーン印刷、転写などによっ
て行い、塗布は、たとえばアプリケータ、ディスペンサなどを用いて行う。基材としては
、ポリエチレンテレフタレートフィルムが例示される。誘電体ペーストは、誘電体粒子、
水溶性樹脂および水を含む。誘電体粒子としては、チタン酸マグネシウム、チタン酸カル
シウム、チタン酸ストロンチウム、チタン酸バリウム、チタン酸鉛、スズ酸カルシウム、
スズ酸バリウム、ジルコン酸バリウムおよびそれらの固溶体、ペロブスカイトなどが例示
され、１種を用いても、２種以上を併用してもよい。優れた誘電特性から、チタン酸バリ
ウムが好ましい。水溶性樹脂としては、前述のポリビニルアルコール系樹脂が例示され、
特にポリビニルアルコールが好ましい。さらに、イソプロパノール、ジエチレングリコー
ルモノブチルエーテルのような水溶性溶媒を、水と併用してもよい。また、分散剤を配合
してもよい。誘電体ペーストの組成は、通常、誘電体粒子が５０～８０重量％、水溶性樹
脂が５～２０重量％、水が１０～３０重量％である。誘電体ペーストを印刷または塗布す
る厚さは、通常、焼成後の誘電体層の厚さが２～１０μmになるような厚さである。
【００３２】
（２）ついで、印刷または塗布された誘電体ペーストを乾燥して、誘電体層を形成する。
乾燥は、通常７０～１２０℃に２～１５分間加熱することによって実施される。
【００３３】
　（３）形成された誘電体層に、（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）成分を含み、（Ｄ）成分お
よびその他の任意の配合する成分を含む本発明の電極ペースト組成物を印刷する。精度の
よい薄い印刷面を得るには、スクリーン印刷によることが好ましい。印刷する厚さは、通
常、焼成後の内部電極の厚さが０．５～１０μmになるような厚さである。
【００３４】
（４）ついで、印刷された電極ペースト組成物を乾燥して、内部電極を形成する。乾燥は
、通常７０～１２０℃に２～１５分間加熱することによって実施される。
【００３５】
（５）続いて、上記の工程（１）～（４）を、所望の積層回数が得られるまで反復する。
ただし、この反復工程においては、（１）の誘電体ペーストの印刷または塗布は、形成さ
れた内部電極の表面に実施する。また、内部電極を形成しない部位では、乾燥した下地の
誘電体層の表面に実施する。内部電極は、通常、後述の一対の外部電極に対して交互に接
続するように積層する。積層の回数は、形成される誘電体層と内部電極の合計として、目
的に応じて通常２０～１，０００回、好ましくは５０～５００回である。また、反復は、
通常、所望の回数反復した後の（２）の誘電体層の形成で終わる。
【００３６】
（６）このようにして得られた未焼成の積層体を、基材から外し、切断して積層チップを
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作製した後、焼成を行う。また、焼成の前に、積層チップの横端部に外部電極用の導電ペ
ーストを塗布し、該積層チップと同時に焼成するか、積層チップの焼成後に外部電極用の
導電ペーストを塗布し、その後に別途、焼成を行うことにより、一対の外部電極を形成す
る。積層チップの焼成条件は、内部電極の導電性粒子および誘電体層の誘電体粒子の種類
によっても異なるが、通常、焼成炉を用いて６００～１，３００℃で７～１５時間である
。
【００３７】
なお、電極ペースト組成物として、酸化パラジウムのような導電体の前駆体粒子を用いた
ときは、焼成の前に、水素気流中、前駆体の種類に応じて３００～５００℃で還元して導
電体に転換する。
【００３８】
【実施例】
以下、本発明を実施例および比較例によって説明する。本発明は、これらの実施例によっ
て限定されるものではない。実施例および比較例において、部は重量部、組成の％は重量
％で示す。
【００３９】
実施例に用いた水溶性樹脂は、いずれも２－ヒドロキシプロピル基の含有量が５３．４～
７７．５重量％の、互いに重合度が異なり、下記のような溶液粘度を有する２－ヒドロキ
シプロピルセルロースであり、表１において、次の略称で示す。
ＨＰＣ－１　：　２％水溶液の２０℃における粘度　　３．０～５．９cP
ＨＰＣ－２　：　　　　　　　　　〃　　　　　　　　１５０～４００cP
ＨＰＣ－３　：　　　　　　　　　〃　　　　１，０００～４，０００cP
【００４０】
また、溶媒として用いたグリコール類を、次の略称で示す。
ＴＥＧ　：　トリエチレングリコール
ＰＧ　　：　プロピレングリコール
ＤＰＧ　：　ジプロピレングリコール
【００４１】
　実施例４，５，１０、比較例１、２、参考例１～３，６～９
　チタン酸バリウム７０％、ポリビニルアルコール１０％および水２０％をポットミに仕
込み、７２時間混合して誘電体ペーストを調製した。これをポリエチレンテレフタレート
フィルムの一方の表面に、アプリケータを用いて、焼成後の層の厚さが３μmになるよう
に塗布し、熱風乾燥器により１００℃で５分間加熱することによって乾燥し、誘電体層を
得た。
【００４２】
各実施例および比較例の電極ペースト組成物を、次の方法によって調製した。すなわち、
表１に示すグリコール類、または場合によってグリコール類に加えられた水または糖類を
含む混合液に、表１に示す２－ヒドロキシプロピルセルロースを溶解させた。この溶液を
ライカイ機に仕込み、表１に示す量の粒径０．４μmのニッケル粒子と、チタン酸バリウ
ム粒子とを加えて１０分間混合し、電極ペースト組成物を調製した。組成物の２５℃にお
ける見掛粘度を、表１に示す。
【００４３】
この組成物を、乾燥した誘電体層の表面に、焼成後の厚さが１．５μmになるように、ス
クリーン印刷によってパターン印刷した。ついで、熱風乾燥器により、１００℃で指触乾
燥するまで乾燥させて、内部電極を得た。その際、電極ペースト組成物を繰返し印刷した
際の指触乾燥時間を５点測定した。その平均値を、乾燥性として表１に示す。
【００４４】
形成された未焼成の内部電極の表面、および該内部電極を形成しない部位では下地の誘電
体層の表面に、前述の方法で誘電体ペーストを塗布し、以下、上記の工程を反復して、各
５０層の誘電体層と内部電極を交互に積層し、最後に誘電体層を設けた未焼成の積層体を
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作製した。
【００４５】
乾燥した誘電体層に、電極ペースト組成物に用いた溶媒を滴下して、誘電体層の膨潤およ
び／または樹脂の溶解が認められるか、あるいは誘電体層をスパチュラで押えたときにス
パチュラに付着したとき、シートアタック×と評価した。これらの異常が認められないと
き、シートアタック○と評価した。
【００４６】
電極ペースト組成物のスクリーン印刷に用いたスクリーンの版面を、水で洗浄して、洗浄
可能なとき洗浄性○、樹脂が一部でも残っていたら洗浄性×と評価した。
【００４７】
乾燥した積層チップの断面を顕微鏡で観察し、ボイドや積層の不均一が認められるとき断
面観察×、これらの異常が認められるとき、断面観察○と評価した。
【００４８】
これらの評価結果を、上記の見掛粘度および乾燥性とともに、表１に示す。
【００４９】
【表１】
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【００５０】
表１から明らかなように、本発明の電極ペースト組成物を用いて内部電極を作製したとき
、下地の誘電体層を冒すことがなく、良好な積層チップが得られた。また、スクリーン印
刷の後のスクリーンの、水による洗浄が可能であった。これに対して、比較例１の積層体
チップでは、電極ペースト組成物によって未焼成の誘電体層が冒され、その断面の観察の
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結果も、ボイドや積層の不均一が認められた。
【００５１】
【発明の効果】
本発明によって、積層コンデンサ用電極を形成するための電極ペースト組成物として、水
性誘電体ペーストから得られた未焼成誘電体層の表面に印刷する際に、該誘電体層の樹脂
を膨潤および／または溶解することなく、かつ作業環境に優れ、印刷に用いた版を水で容
易に洗浄でき、良好な内部電極を容易に形成できる電極ペースト組成物が得られる。また
、本発明の電極ペースト組成物を用いて内部電極を形成することにより、層間剥離のない
優れた積層コンデンサを、安定して容易に得ることができる。
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